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令和２年度 東京都立足立西高等学校 学校経営計画 

校 長 金 澤 利 明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 目指す学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 中期的目標と方策 
＜目 標＞ 

１ 意欲的、主体的に取り組む学習習慣を確立する。 

２ 規範意識を身に付けて基本的生活習慣を確立する。 

３ 部活動や学校行事等特別活動の活性化を図る。 

４ 高い志を育み、生徒の自己実現を図る。 

５ 国際交流など特色ある学校づくりを進める。 

６ 組織的な広報活動の一層の充実を図る。 

生徒一人一人の豊かな人格の形成を目指し、社会の有為な形成者として、人

権尊重の精神に基づき、国際社会において平和と文化の進展に寄与することの

できる資質を養う。社会人として必要な規律、規範を身に付けるとともに「社

会に貢献する精神」を育てる。 

学校創立以来の教育目標の表現に立ち戻って「原点回帰」を図る。小さな学

校の特性を生かして一人一人の生徒に目が届くきめの細かい指導を心がけ、良

質な進路多様校として生徒の希望進路の実現を図る。 

○安心していきいきと学べる学校 

 安全で快適な学習環境の整備、学習意欲を引き出し生徒が伸びる授業を実施する。個性

を活かし、「生きる力」を向上させる教育を展開し、生徒への支援体制を充実させる。 

○自ら将来を切り拓く力を育成する学校 

３年間を見通したキャリア教育全体計画に基づき、生徒の希望進路実現を図る。学習や

特別活動等、調和の取れた活動で得た経験を活かし、心身ともに健康な知力、体力を

身に付けさせる。 

○地域から信頼され選ばれる学校 

地域と交流するとともに、地域の教育力を活用することで地域からの信頼を得る。また、

多様性を尊重し、共生社会の中で積極的に社会的役割を果たせる人間を育てる。 

＜創立以来の教育目標＞  

〇身体を鍛えよう 

〇思いやりの心を身に付けよう 

〇知性を高めよう 

〇創造性を培おう 

〇自主独立の心を養おう 

五枚の花弁は、創立当初の五つの教育目標を表し、花弁の縁の重なりは全校一体と

なる友情の絆を、その重なりの白い色は純粋・清潔を根底とする人間形成を行うこと

を意味している。 
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＜方 策＞ 

１ 教科指導力向上及び授業改善を継続して行うとともに、これからの育成すべき生徒像を明

確にした教育課程編成と教科指導内容の充実を図る。 

２ あらゆる機会を通して、社会人として備えるべき常識やマナー、規範意識を身に付けさせ

るとともに、教育相談機能を充実させ、きめの細かい生徒理解を進める。 

３ 部活動や行事等の特別活動において、友人、上級生、下級生との協調から連帯感や学校へ

の帰属意識を醸成するとともに、努力することの大切さや達成感を体感させる。 

４ ３年間を見据えたキャリア教育全体計画を推進し、継続したデータ分析、及び定点観測に

よるきめ細かな進路指導を実施し、生徒の希望進路の実現を図る。 

５ 都教育委員会からの指定校の取組成果を有機的、横断的に組み合わせて学校の特色化を進

めて、生徒、保護者からの信頼を高める。 

６ 保護者・地域及び中学校等に対して、本校の特色ある教育活動を積極的に情報発信し、募

集対策の充実を図る。 

 

Ⅲ 今年度の取組目標と方策 

１ 学習指導 

＜目 標＞ 

   生徒の学習意欲を引き出し、主体的に取り組む授業を実施する。個性を活かし、「生きる力」を

向上させる教育を展開する。グランドデザインに基づいてこれからの育成すべき生徒像を明確にし

て教育課程の編成を進める。 

＜方 策＞ 

（１）教科主任会議を定期的に実施し、教科指導の課題を共有し解決する。 

（２）授業時間確保に努めるとともに、生徒が落ち着いて学習に取り組むだけでなく、自宅学

習の習慣化を図る。 

（３）数学、英語での習熟度別少人数編成授業等の充実から基礎学力の定着と向上を図る。生

徒にとってわかりやすい授業を行うためＩＣＴの活用やＢＹＯＤの活用を考える。 

（４）主に特進システムの取組として、漢字検定、数学検定、英語検定の受験を促し、生徒の

学習意欲喚起と資格取得を図る。 

（５）キャリア教育全体計画を踏まえて総合的な学習の時間を充実させ、次期学習指導要領の

「総合的な探究の時間」につなげる指導を展開していく。 

（６）生徒の探究的な態度を育成するとともに、ＮＩＥに積極的に取り組み、すべての教科で

言語活動を重視し、読解力、表現力の育成の指導の充実を図ることで「生きる力」を育む。 

（７）教員相互の授業見学や、授業改善、新教育課程編成のための校内研修を充実させる。 

 

２ 生活指導 

＜目 標＞ 

健全な市民を育成するために、１８歳成年制度を視野に入れて、組織的な指導体制で、責任

ある社会人としての生徒の規範意識の涵養を図る。 

＜方 策＞ 

（１）学校全体で、挨拶、時間厳守等社会人として通用するマナー、ルールを身に付けさせる。 

（２）身に付けさせる規律・規範計画及び特別指導の指導計画を基に生活指導を行う。組織的

な生活指導を展開し、統一した授業規律の確立を図る。 

（３）校内美化を徹底し、教育環境整備に取り組む。 

（４）自転車の交通ルール・マナー指導を徹底するとともに、危険回避能力を育成する。 
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（５）養護教諭を中心とした教育相談委員会を充実させて、きめ細かい生徒理解に努めて教育

相談機能を充実させる。 

（６） 自他の存在及び生命を尊重する態度を育成して、自殺予防対策の教育を進めるとともに、

男女平等の精神に基づいて、豊かな男女の人間関係を築けるようにする。 

（７）スクールカウンセラーと連携して体罰根絶、いじめの未然防止、早期発見・対応を行う。 

（８）公民としての権利と義務を自覚させ、主権者教育、消費者教育、租税教育等を充実させ

るとともに、防災教育の充実を図り、「自助」「共助」の精神を養う。 

（９）部活動及び体育の授業、マラソン大会等を活用して、生徒の基礎体力向上を図る。 

 

３ 特別活動・部活動 

＜目 標＞ 

文化祭、体育祭、部活動等の特別活動を活性化させるともに、国際理解教育を推進して生徒

のグローバルな視点を育てる。 

＜方 策＞ 

（１）体育祭、文化祭等の学校行事への取り組みを通して各種のリーダーを育成し、自主的、

主体的な活動を推進する。 

（２）メディアリテラシー教育としてのセーフティ教室、薬物乱用防止等の指導を通して、心

身共に健全な生徒の育成を図る。 

（３）部活動の加入率及び定着率を向上させて部活動の充実を図るとともに、部活動指導方針

を明確にして、体罰や暴力的指導や行き過ぎた指導のない計画的な部活動を行う。 

（４）文化・スポーツ等特別推薦の充実に向けた組織的体制を構築し、部活動を活性化させる。 

（５）部活動、生徒会による地域交流並びに地域貢献活動の充実を図るとともに、希望生徒に

よる国際交流の取組を進める。 

（６）オリンピック・パラリンピック教育を充実させ、そのレガシーの構築の取組によって豊

かな国際感覚を培う。 

 

４ 進路指導 

＜目 標＞ 

計画的、組織的な進路指導を充実させるとともに、高い志をもった生徒の希望進路実現を目指し、

社会の有為な形成者の育成を図る。 

＜方 策＞ 

（１）３年間を見据えたキャリア教育全体計画をもとに、安易な進路選択者や、進路未定者を減

らすために、学年及び進路指導部が連携して組織的、計画的に進路指導を行う。 

（２）進路指導部主導で模擬試験、検定試験の受験について計画的に指導し、組織的な指導体制

を確立する。 

（３）個別面談、三者面談を充実させ、きめ細かく生徒・保護者への面談等を実施し、個々の生

徒への理解と支援に努める。 

（４）生徒一人一人の希望に応じた進路指導のために、個人カルテを活用するとともに、外部試

験の迅速なデータ検証を基に分析会等を実施し、教科指導の改善、指導に反映させる 

（５）１学年全員を対象とするインターンシップ体験を通じて、社会体験や働くことの重要さを理

解させる。 

（６）キャリア教育全体計画をもとに、公民としての権利と義務を自覚させ、１８歳成年制度

を視野に入れて、主権者教育、消費者教育、租税教育、年金教育等を充実させる。 
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５ 募集・広報活動 

＜目 標＞ 

地域から信頼され選ばれる学校を目指し、活発な地域交流を図るとともに、地域の教育力を活用

して、学校の特色を積極的に情報発信する。 

＜方 策＞ 

（１）日常の教育活動をタイムリーに情報発信するために、ホームページ、ツイッター、「東京

動画」等の動画投稿サイトを活用して積極的な情報発信と更新のさらなる向上を図る。 

（２）近隣地域との交流を積極的に行い、本校の良さや特色をＰＲする。 

（３）学校内外における学校説明会、学校見学会及び授業公開を充実させる。 

 

６ 学校経営・組織体制 

＜目 標＞ 

教育施策や、各種指定校の取り組み事例を活用して、教職員の経営参画意識と協働意識の醸

成を図る。 

＜方 策＞ 

（１）国や都の「働き方改革」の推進を受け、休日の部活動指導や、長時間勤務を減らして教

職員の勤務の軽減を図る。学校閉庁日は、長期休業期間中に適宜配置する。 

（２）ＴＡＩＭＳ等を活用して校内業務の効率化を進めることと、情報共有の推進を図る 

（３）経営企画室の業務進行管理と合理化を進め、経営参画型の経営企画室として機能させる。 

（４）企画調整会議、職員会議等、会議の運営改善及び業務の効率化を図る。 

（５）計画的なＯＪＴ、校内研修を実施し、教員の人材育成及び能力、専門性の向上を図る。 

（６）教職員の一人一人のライフ・ワーク・バランスの実現を図るため、教職員には年間１５

日以上の年休取得をするよう促す。 

 

Ⅳ 数値目標 

 項目 数値目標 前年度実績 

１ 入学者選抜一次応募倍率 1.4 倍 1.29倍 

２ 進路決定率（進学準備（大学浪人）を除く） 95％ 95.7％ 

３ 退学者数 ０名 ５名 

４ 生徒事故件数（管理内） ０件 ２件 

５ 部活動加入率 60％ 57.5％ 

６ ホームページ更新回数 150 回 131 回 

７ 年間遅刻延べ回数 8500回 9653回 

８ 学習指導満足度肯定回答 80％ 77％ 

９ 生活指導満足度肯定回答 80％ 75％ 

10 進路指導満足度肯定回答 85％ 84％ 

11 第３学年当初の第一希望の進路先実現率 

（進学準備（大学浪人）を除く） 
85％ 84％ 

12 学校説明会等参加者数（組数） 1250組 1214組 

13 ボランティア活動への参加生徒数（延べ数） 300 名 268 名 

14 夏季講習参加生徒数（延べ数） 500 名 444 名 

15 年次有給休暇 15 日以上取得者の割合 75％ 71.7％ 

16 勤務時間外の在校時間が月間 80時間を超える

教員の年間延べ人数 
20 名 48 名 

 


